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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成23年5月6日(2011.5.6)

【公開番号】特開2010-2487(P2010-2487A)
【公開日】平成22年1月7日(2010.1.7)
【年通号数】公開・登録公報2010-001
【出願番号】特願2008-159257(P2008-159257)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｆ   1/1333   (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/13357  (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/13     (2006.01)
   Ｇ０９Ｆ   9/00     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   5/30     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/1335   (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｆ   1/1333  　　　　
   Ｇ０２Ｆ   1/13357 　　　　
   Ｇ０２Ｆ   1/13    ５０５　
   Ｇ０９Ｆ   9/00    ３５０Ｚ
   Ｇ０２Ｂ   5/30    　　　　
   Ｇ０２Ｆ   1/1335  ５１０　

【手続補正書】
【提出日】平成23年3月17日(2011.3.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の基板と、第２の基板と、前記第１の基板と前記第２の基板との間に液晶が挟持さ
れた液晶表示パネルと、前記液晶表示パネルの周辺部を覆って前記液晶表示パネルを収容
する前面フレームと、前記液晶表示パネルの前記前面フレームの反対側に配置されたバッ
クライトとを有する液晶表示装置であって、
　前記第１の基板および前記第２の基板はガラス基板であり、
　前記液晶表示パネルは、前記液晶表示パネルの表示画面を湾曲させる曲面を有し、
　前記液晶表示パネルの前記第１の基板側には背面板が設置され、前記背面板と前記第１
の基板との間には第１の偏光板が設置され、前記第１の偏光板は前記背面板と接着し
　前記液晶表示パネルの前記第２の基板側には前面板が設置され、前記前面板と前記第２
の基板との間には第２の偏光板が設置され、前記第２の偏光板は前記前面板と接着してい
ることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記前面フレームは曲面を有しており、
　前記液晶表示パネルは、前記前面板を介して、前記前面フレームの前記曲面と接してい
ることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記前面板および前記背面板は、透光性の樹脂で形成されていることを特徴とする請求
項１又は請求項２に記載の液晶表示装置。
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【請求項４】
　前記前面板および前記背面板の材質は、ポリカーボネート、アクリル、プラスチックの
何れかであることを特徴とする請求項３に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記バックライトは拡散板を有し、
　前記拡散板は曲面を有し、
　前記拡散板の前記曲面は、前記液晶表示パネルの前記曲面と一致することを特徴とする
請求項１から請求項４の何れか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記バックライトは、複数の光学シートを有し、
　前記拡散板は、前記液晶表示パネル側の面に凹部を有し、
　前記凹部に、前記複数の光学シートが配置されていることを特徴とする請求項５に記載
の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記バックライトは導光板を有し、
　前記導光板の液晶表示パネル側の面は曲面を有し、
　前記導光板の前記曲面は、前記液晶表示パネルの前記曲面と一致することを特徴とする
請求項１から請求項４の何れか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記液晶表示パネルの前記曲面は外側に凸であることを特徴とする請求項１から請求項
７の何れか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　前記液晶表示パネルの前記曲面は外側に凹であることを特徴とする請求項１から請求項
７の何れか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　前記第１の基板には薄膜トランジスタが形成され、前記第２の基板にはカラーフィルタ
が形成されていることを特徴とする請求項１から請求項９の何れか１項に記載の液晶表示
装置。
【請求項１１】
　前記液晶表示パネルの前記曲面の曲率半径をＲ、
　前記第1の基板の厚さと前記第２の基板の厚さとの総厚をｔとしたとき、
　Ｒ＞４００ｔの関係を満たすことを特徴とする請求項１から請求項１０の何れか１項に
記載の液晶表示装置。
【請求項１２】
　第１の基板と、第２の基板と、前記第１の基板と前記第２の基板との間に液晶が挟持さ
れた液晶表示パネルと、前記液晶表示パネルの周辺部を覆って前記液晶表示パネルを収容
する前面フレームと、前記液晶表示パネルの前記前面フレームの反対側に配置されたバッ
クライトとを有する液晶表示装置であって、
　前記第１の基板および前記第２の基板はガラス基板であり、
　前記液晶表示パネルは、前記液晶表示パネルの表示画面を湾曲させる曲面を有し、
　前記第１の基板には第１の偏光板の一部が接着し、前記第１の偏光板の前記第１の基板
と反対側の面には背面板が設置され、
　前記第２の基板には第２の偏光板の一部が接着し、前記第２の偏光板の前記第２の基板
と反対側の面には前面板が設置されていることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項１３】
　前記前面フレームは曲面を有しており、
　前記液晶表示パネルは、前記前面板を介して、前記前面フレームの前記曲面と接してい
ることを特徴とする請求項１２に記載の液晶表示装置。
【請求項１４】
　前記前面板および前記背面板は、透光性の樹脂で形成されていることを特徴とする請求
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項１２又は請求項１３に記載の液晶表示装置。
【請求項１５】
　前記第１の基板には薄膜トランジスタが形成され、前記第２の基板にはカラーフィルタ
が形成されていることを特徴とする請求項１２から請求項１４の何れか１項に記載の液晶
表示装置。
【請求項１６】
　前記液晶表示パネルの前記曲面の曲率半径をＲ、
　前記第1の基板の厚さと前記第２の基板の厚さとの総厚をｔとしたとき、
　Ｒ＞４００ｔの関係を満たすことを特徴とする請求項１２から請求項１５の何れか１項
に記載の液晶表示装置。
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